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第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会 

 

 

次      第 
 

 

日時：令和５年６月２３日（金）午後２時 

オンライン会議 

 

 

１ 挨  拶  

東京都 生活文化スポーツ局 都民安全推進部長 馬神 祥子 

 

 

２ 報  告 

(1) 第３９回 駅前放置自転車クリーンキャンペーンの実施結果 

(2) 令和４年度 駅前放置自転車対策事業に関する知事感謝状の贈呈実績 

(3) 駅前放置自転車等の現況と対策－令和４年度調査－（概要） 

 

 

３ 議  事 

(1) 第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施大綱（案）について 

(2) 第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施計画策定要領（案） 

について 

(3) 駅前放置自転車クリーンキャンペーンに使用する標語の継続使用について 

(4) 駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱の改正について 

 

 

４ その他  

 ・東京都自転車安全学習アプリ「輪トレ」及び自転車安全利用促進オリエンテ 

ーションについて 



役　  職 氏  名 役　   職 氏  名

会長 生活文化スポーツ局 生活安全担当局長 竹迫
タケサコ

　宜
ヨシヤ

哉

1 国土交通省 関東地方整備局 東京国道事務所長 石井
イシイ

　宏明
ヒロアキ

管理第一課長 外丸
トマル

　修
オサム

2 国土交通省 関東地方整備局 相武国道事務所長 栗原
クリバラ

　和彦
カズヒコ

管理第一課長 松本
マツモト

　謙
ケン

3 警視庁 交通部交通規制課長 坂倉
サカクラ

　英一
エイイチ

交通規制課課長代理 芳賀
ハガ

　政宣
マサノブ

4 東京消防庁 警防部参事兼警防課長 山田
ヤマダ

　寿
ヒサシ

警防部副参事（警防担当） 川村
カワムラ

　亮太郎
リョウタロウ

5 世田谷区 土木部長 工藤
クドウ

　誠
マコト

土木部交通安全自転車課長 村田
ムラタ

　義人
ヨシト

6 足立区 駐輪対策担当課長 須藤
ストウ

　純二
ジュンジ

駐輪対策担当課長 須藤
ストウ

　純二
ジュンジ

7 港区 街づくり事業担当部長 岩崎
イワザキ

　雄一
ユウイチ

地域交通課長 佐藤
サトウ

　雅紀
マサノリ

8 台東区 土木担当部長 齋藤
サイトウ

　洋
ヒロシ

交通対策課長 田渕
タブチ

　俊樹
トシキ

9 豊島区 土木担当部長 宮川
ミヤガワ

　勝之
カツユキ

土木管理課長 小澤
オザワ

　正司
マサシ

10 清瀬市 都市整備部長 原田
ハラダ

　政美
マサミ

都市整備部道路交通課長 力村
リキムラ

　洋平
ヨウヘイ

11 福生市 都市建設部長 清水
シミズ

　靖弘
ヤスヒロ

道路下水道課長 熊谷
クマガイ

　修
オサム

12 東久留米市 都市建設部長 久保
クボ

　隆義
タカヨシ

管理課長 吉川
ヨシカワ

　雅継
マサツグ

13 西東京市 まちづくり部長 古厩
フルマヤ

　忠嗣
タダシ

まちづくり部交通課長 長塚
ナガツカ

　繁幸
シゲユキ

14 町田市 道路部長 萩野
ハギノ

　功一
コウイチ

道路管理課長 林
ハヤシ

　啓
ケイ

15 檜原村 総務課長 小林
コバヤシ

　泰夫
ヤスオ

総務課長 小林
コバヤシ

　泰夫
ヤスオ

16 東日本旅客鉄道㈱
首都圏本部企画総務部経営戦
略ユニット　チーフマネー
ジャー

浅川
アサカワ

　靖之
ヤスユキ 首都圏本部企画総務部経営戦

略ユニット　マネージャー 沖田
オキタ

　浩嗣
ヒロシ

17
(一社)日本民営鉄道協会（関
東鉄道協会）

運輸調整部長 西尾
ニシオ

　佳章
ヨシアキ 運輸調整部業務第二課　課長

補佐 木下
キノシタ

　史絵
シエ

18 (一社)東京バス協会 常務理事 高桑
タカクワ

　毅
ツヨシ

安全・環境部長 岡村
オカムラ

　夏樹
ナツキ

19
(一社)東京ハイヤー・タクシー
協会

副会長 秋山
アキヤマ

　利裕
トシヒロ

常務理事 小坂
コサカ

　和弘
カズヒロ

20 東京商工会議所 広報部部長 大井川
オオイガワ

　智明
トモアキ

広報担当部長 宮本
ミヤモト

　雅廣
マサヒロ

21 東京都商工会連合会 専務理事 傳田
デンダ

　純
ジュン

事務局長 小野寺
オノデラ

　崇
タカシ

22 東京都商店街振興組合連合会 事務局長 市村
イチムラ

　敏和
トシカズ

組織課長 島田
シマダ

　健治
ケンジ

23 (一財)自転車産業振興協会 常務理事 後藤
ゴトウ

　浩之
ヒロユキ

事業部長 伊崎
イザキ

　智弘
トモヒロ

24 東京都自転車商協同組合 理事長 小澤
オザワ

　豊
ユタカ

次長代理 新田
ニッタ

　貴宏
タカヒロ

25 (一社)全国銀行協会 総務部長 諸江
モロエ

　博明
ヒロアキ

総務部次長 山口
ヤマグチ

　修
オサム

26 関東百貨店協会 事務局長 佐藤
サトウ

　信彦
ノブヒコ

政策グループ　主幹 髙橋
タカハシ

　亜子
アコ
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27 (一財)日本自転車普及協会 理事 栗村
クリムラ

　修
オサム

参与兼事務局長 大島
オオシマ

　武
タケ

巳
ミ

28
(一社)日本二輪車普及安全協
会

東京都二輪車普及安全協会会
長 赤坂

アカサカ

　正人
マサヒト

事務局長 鶴川
ツルカワ

　弘
ヒロシ

29 (一財)東京都交通安全協会 理事長 大浦
オオウラ

　茂
シゲル

安全対策部長 林
ハヤシ

　二郎
ジロウ

30 東京都公立高等学校長協会 会長 井上
イノウエ

　隆
タカシ

事務局長 澤海
ソウミ

　富保
トミヤス

31
(一財)東京私立中学高等学校
協会

文化部副部長 滝口
タキグチ

　佳津江
カヅエ

事務局長 星
ホシ

　政典
マサノリ

32 東京都町会連合会 副会長 小林
コバヤシ

　三雄
ミツオ

副会長 小林
コバヤシ

　三雄
ミツオ

33 (一社)東京宝くじ協会 専務理事 矢ケ崎
ヤガサキ

　一之
カズユキ

会長 落合
オチアイ

　義昭
ヨシアキ

34
(公財)自転車駐車場整備セン
ター

常務理事 藤島
フジシマ

　昇
ノボル

総務部長 名倉
ナグラ

　祐久
ヒロヒサ

35 (一社)東京母の会連合会 副理事長 榎本
エノモト

　和子
カズコ

事務局長 葛西
カサイ

　美加
ミカ

36
(公社)東京都専修学校各種学
校協会

専務理事・事務局長 飯塚
イイヅカ

　美紀子
ミキコ

事業推進課長 後藤
ゴトウ

　由利
ユリ

37 (公財)東京しごと財団
区市町村シルバー人材セン
ター代表 室井

ムロイ

　正男
マサオ 総合支援部シルバー人材セン

ター課長 上野
ウエノ

　芳江
ヨシエ

38
(公社)東京都老人クラブ連合
会

会長 村上
ムラカミ

　光夫
ミツオ

事務局長 吉井
ヨシイ

　栄一郎
エイイチロウ

39-1 東京都障害者団体連絡協議会 座長 河合
カワイ

　文
アヤ

39-2              〃
公益財団法人東京都盲人福祉
協会　会長 笹川

ササカワ

　吉彦
ヨシヒコ

40 東京消費者団体連絡センター 事務局長 小浦
コウラ

　道子
ミチコ

事務局次長 星野
ホシノ

　綾子
アヤコ

41 生活文化スポーツ局 私学部長 戸谷
トヤ

　泰之
ヒロユキ

私学部私学行政課長 福本
フクモト

　卓也
タクヤ

42 福祉保健局 生活福祉部長 中川
ナカガワ

　一典
カズノリ 生活福祉部福祉のまちづくり

担当課長 田中
タナカ

　誠人
マサト

43 建設局 道路管理部長 荒井
アライ

　芳則
ヨシノリ

監察指導課長 菅沼
スガヌマ

　智子
トモコ

44 交通局 電車部長 神永
カミナガ

　貴志
タカシ

電車部事業改善担当課長 荒木
アラキ

　正博
マサヒロ

45 教育庁 指導部長 小寺
コデラ

　康裕
ヤスヒロ

高等学校教育指導課長 信岡
ノブオカ

　新吾
シンゴ

46 都民安全推進部長 馬神　祥子
ウマカミ　サチコ

47
都民安全推進部交通安全担当
課長 山口　紀子

ヤマグチ　ノリコ

48
都民安全推進部違法駐車対策
担当課長 浜崎

ハマザキ

　裕
ユタカ

49
都民安全推進部交通安全対策
担当課長 辻

ツジ

　泰宏
ヤスヒロ

50
都民安全推進部交通安全対策
担当課長 加藤

カトウ

　憲司
ケンジ

生活文化スポーツ局 都民安全推進部長 馬神　祥子
ウマガミ　サチコ



                                        

駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱 
 

昭和５９年 ５月１６日５９生文企交第  ２３号 

改正 令和 ４年 ３月２９日 ３都安総交第１２３４号 

改正 令和 ４年１０月 ３日  ４生安総第 ６０１号 

（設 置） 

第１ 放置自転車問題を広く都民に訴えるための「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」を関 

係機関・団体が相互に協力して実施するため、駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委 

員会（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 推進委員会は、次の事項を所掌する。 

 (1) 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施大綱の策定 

(2) 関係機関・団体が策定する「クリーンキャンペーン実施計画」の調整 

(3) その他駅前放置自転車クリーンキャンペーンの実施に必要な事項 

 

（構 成） 

第３ 推進委員会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 委員は、別表１及び別表２に掲げる職にある者をもって充てる。 

 

（任 期） 

第４ 委員の任期は、委嘱をした日の属する年度の翌年度の末日までとする。ただし、再任を妨 

げない。 

２ 任期途中で委員を変更する場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長） 

第５ 会長は、生活文化スポーツ局生活安全担当局長をもって充てる。 

２ 会長に事故があるときは、会長が指定する委員がその職務を代理する。 

 

（招集等） 

第６ 推進委員会は、会長が招集し、主宰する。 

 

（幹事会） 

第７ 推進委員会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、推進委員会から付託を受けた事項について協議・調整する。 

３ 幹事会は、幹事をもって構成する。 

４ 幹事は、別表１に掲げる委員が指名する者及び別表３に掲げる職にある者をもって充てる。 

５ 幹事の任期は、委員の任期を準用する。 

６ 幹事会は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長が招集し、主宰する。 

 

（標語選定委員会） 

第８ 幹事会に標語選定委員会を置く。 

２ 標語選定委員会は、駅前放置自転車クリーンキャンペーン統一標語について協議・調整する。 

３ 標語選定委員会は、 別表１の１区代表１名、同市代表１名、別表１の２鉄道・バス等事業

者代表１名、別表１の３商工業団体代表１名、別表１の４交通安全普及団体等代表１名、別表

３代表４名及び首都圏放置自転車対策協議会代表１名により構成する。 

４ 標語選定委員長は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長をもって充てる。 

５ 標語選定委員会は、標語選定委員長が招集し、主宰する。 

６ 標語の募集及びその他の事務は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部総合推進課が行

う。 



 

（公開等） 

第９ 推進委員会、幹事会及び標語選定委員会は、公開で行うものとする。ただし、推進委員会 

幹事会及び標語選定委員会の決定により非公開とすることができる。 

２ 推進委員会、幹事会及び標語選定委員会の会議録等は、公開するものとする。 

 

（庶 務） 

第 10 推進委員会の庶務は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部総合推進課において処理

する。 

 

（その他） 

第 11 この要綱に定めるもののほか、推進委員会の運営に必要な事項は、東京都都民安全推進本 

部長が定める。 

 

   附  則 

１ この要綱は、昭和 59 年５月 16 日から施行する。 

 

 

２ 要綱第４の規定にかかわらず、当初の委員及び幹事の任期は、昭和 60 年３月 31 日までとす 

る。 

   附  則（60 生文総交第 20 号） 

 この要綱は、昭和 60 年５月２日から施行する。 

   附  則（61 生文総交第 35 号） 

 この要綱は、昭和 61 年５月 27 日から施行する。 

   附  則（62 生文総交第 19 号） 

 この要綱は、昭和 62 年５月 13 日から施行する。 

   附  則（２生文総交第 254 号） 

 この要綱は、平成２年８月１日から施行する。ただし、第３及び第５の第２項の改定規定は平 

成２年７月 19 日から施行する。 

   附  則（７生文総交第 56 号） 

 この要綱は、平成７年５月９日から施行する。 

   附  則（８生文総交第 14 号） 

 この要綱は、平成８年５月 10 日から施行する。 

   附  則（10 生文総交第 23 号） 

 この要綱は、平成 10 年５月 18 日から施行する。 

   附  則（11 生文総交第 327 号） 

１ この要綱は、平成 12 年１月１日から施行する。 

２ 東京都情報公開条例（平成 11 年東京都条例第５号）の公布の日前に開催された委員会及び幹 

事会の会議録等の取扱いについては、この要綱による改正後の駅前放置自転車クリーンキャン 

ペーン推進委員会設置要綱第８第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附  則（12 生文総交第 19 号） 

 この要綱は、平成 12 年４月 18 日から施行する。 

     附  則（13 生都協交第５号） 

  この要綱は、平成 13 年４月 18 日から施行する。 

     附  則（16 生文総安第３号） 

  この要綱は、平成 16 年４月５日から施行する。 

     附  則（16 生文総安第 199 号） 

  この要綱は、平成 16 年８月 13 日から施行する。 

附  則（1７生文総安第 172 号） 

  この要綱は、平成 17 年 8 月１日から施行する。 

附  則（17 青青総第 459 号） 



  この要綱は、平成 18 年 4 月１日から施行する。 

附  則（18 青総総第 766 号） 

  この要綱は、平成 19 年 4 月１日から施行する。 

附  則（22 青総総第 13 号） 

  この要綱は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則（22 青総総第 182 号） 

  この要綱は、平成 22 年 7 月 16 日から施行する。 

附  則（24 青総総第 140 号） 

  この要綱は、平成 24 年 6 月 22 日から施行する。 

附  則（25 青総総第 34 号） 

  この要綱は、平成 25 年 4 月 23 日から施行する。 

附  則（27 青総総第 31 号） 

  この要綱は、平成 27 年 4 月 20 日から施行する。 

附  則（28 青総総第 421 号） 

  この要綱は、平成 28 年 12 月 16 日から施行する。 

附  則（30 青総総第 782 号） 

  この要綱は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則（３都安総交第 1234 号） 

  この要綱は、令和４年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則（４生安総第 601 号） 

この要綱は、令和４年 10 月３日から施行する。 

 



    別表 １ 

 

     １ 行政機関 

      国土交通省関東地方整備局東京国道事務所長 

      国土交通省関東地方整備局相武国道事務所長 

      警視庁交通部交通規制課長 

      東京消防庁警防部参事兼警防課長 

      区 代 表（５区） 

      市 代 表（５市） 

      町 村 代 表（１町村） 

 

    ２ 鉄道・バス等事業者 

      東日本旅客鉄道㈱首都圏本部企画総務部経営戦略ユニットチーフマネージャー 

      （一社）日本民営鉄道協会（関東鉄道協会）運輸調整部長 

（一社）東京バス協会常務理事 

       （一社）東京ハイヤー・タクシー協会副会長 

 

    ３ 商工業団体 

      東京商工会議所広報部部長 

      東京都商工会連合会専務理事 

      東京都商店街振興組合連合会事務局長 

      （一財）自転車産業振興協会常務理事 

      東京都自転車商協同組合理事長 

      （一社）全国銀行協会総務部長 

      関東百貨店協会事務局長 

 

    ４ 交通安全普及団体等 

      （一財）日本自転車普及協会理事 

      （一社）日本二輪車普及安全協会東京都二輪車普及安全協会会長 

      （一財）東京都交通安全協会理事長 

      東京都公立高等学校長協会会長 

      （一財）東京私立中学高等学校協会文化部副部長 

      東京都町会連合会副会長 

      （一社）東京宝くじ協会専務理事 

      （公財）自転車駐車場整備センター常務理事 

       （一社）東京母の会連合会副理事長 

      （公社）東京都専修学校各種学校協会専務理事・事務局長 

      （公財）東京しごと財団区市町村シルバー人材センター代表 

      （公社）東京都老人クラブ連合会会長 

       東京都障害者団体連絡協議会座長 

       東京消費者団体連絡センター事務局長 

  

    別表 ２ 

 

     東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長 

     東京都生活文化スポーツ局私学部長 

     東京都福祉保健局生活福祉部長 

     東京都建設局道路管理部長 

   東京都交通局電車部長 

   東京都教育庁指導部長 

 



     別表 ３ 

 

     東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部交通安全担当課長 

〃         違法駐車対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

   東京都生活文化スポーツ局私学部私学行政課長 

      東京都福祉保健局生活福祉部福祉のまちづくり担当課長 

      東京都建設局道路管理部監察指導課長 

   東京都交通局電車部営業課長 

   東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長  



 

資料１・報告事項１ 

第３９回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施結果（概要） 

 

１ 実 施 期 間：令和４年１０月２２日（土）から１０月３１日（月）までの１０日間 

２ 実 施 主 体：東京都、区市町村（島しょを除く。）、国土交通省、警視庁、東京消防庁、ＪＲ東日本、私

鉄各社、バス・タクシー事業団体、商工業団体、高齢者団体、障害者団体、消費者団体、

学校関係団体、交通安全普及団体等 

３ 統 一 標 語： 「自転車の 代わりに置こう 思いやり」 

４ 活 動 結 果 

(1) 広報活動 

放置自転車問題を広く都民に訴えるため、各機関・団体がそれぞれの役割に応じて多様な広報媒体を活

用して広報活動を実施した。 

ア 印刷物の掲示・配布 

・ポ ス タ ー 都：40,338枚作成 

 ＪＲ・民鉄・都営交通駅構内、バス営業所（691箇所、1,247枚）、 

 電車・バス車内（16,757箇所、17,467枚）、学校、関係機関・団体（3,583枚） 

 等に掲示 

・リーフレット 都：144,496枚、区市町村：10,293枚作成 

 通勤・通学等自転車利用者、学校等に配布 

・注意・警告札    48,420枚 放置自転車に取付け 

・広報紙、機関紙等 6,822,452部 区市町、鉄道・バス会社、交通安全協会、商工業団体他 

イ ＰＲ用品等 

・看板 1,046枚 ３区、 ３市 

・横断幕 28枚 ４区、 ４市 

・のぼり旗、活動品 917枚 10区、12市 

ウ その他の媒体 

広報車、駅構内放送、庁内放送、防災無線放送、FM放送、ケーブルテレビ、商店街放送、 

デジタルサイネージ、公式ホームページ、SNS、メールマガジン、バス車内広告 

(2) 駅頭広報・撤去活動 

広報実施駅数：実 数    113駅 （区部 61駅、市部 52駅、町村部 0駅） 

延日数    221日 （区部 66日、市部 155日、町村部 0日） 

撤去実施駅数：実 数    457駅 （区部 328駅、市部 128駅、町村部 1駅） 

延日数   1,986日 （区部 1,409日、市部 569日、町村部８日） 

撤 去 台 数：       6,258台 （区部 5,607台、市部 649台 町村部２台） 

広報・撤去活動参加人員：延 8,148人 （区部 5,277人、市部 2,857人、町村部 14人） 

自動車動員台数：     延 1,708台 （広報車 72台、トラック 1,621台、その他 15台） 

５ 首都圏放置自転車対策協議会の活動 

同協議会加盟の３県５政令都市（埼玉県、千葉県、神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市、千葉市、さ

いたま市）において、クリーンキャンペーンを協力して実施した。 



 

資料２・報告事項２ 

 

令和４年度 駅前放置自転車対策事業に関する知事感謝状の贈呈実績 

 

地域の放置自転車対策事業に積極的に協力し、貢献している方に対して、知事名に

よる感謝状を贈呈しました。 

 

 

【概要】 

(1) 贈呈日：令和４年９月８日 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、贈呈式は実施せず、後日、感謝状

と記念品を送付させていただきました。 

 

(2) 被贈呈者：団体３団体 

  被 贈 呈 者（敬称略） 主 な 功 労 内 容 

団

体 

環境をよくする 

小岩地区協議会 
江戸川区 小岩駅周辺における広報啓発 

江戸川区商店街連合会
小岩北支部西小岩通り
駐輪場運営委員会 

江戸川区 小岩駅周辺における駐輪場の設置 

宗教法人 金龍寺 調布市 
つつじヶ丘駅周辺における駐輪場 

用地の提供 

 



「駅前放置自転車等の現況と対策－令和４年度調査－」について
－ 調 査 結 果 の 概 要 －

資料３・報告事項３

（用語の説明）※自転車等 ・・・自転車及び原動機付自転車
※自転車等駐車場・・・自転車、原動機付自転車及び自動二輪車の駐車場で、不特定多数の者が利用可能なもの

１ 駅周辺における自転車等の放置状況 【図ｰ1】参照

都内の駅周辺（駅から概ね半径500ｍ以内の区域）における自転車、原付及び自二を含む乗入台数
（放置台数と自転車等駐車場の駐車台数の合計）は540,733台でした。このうち、自転車の乗入台数は
524,993台で、そのうち508,670台（約96.9％）が自転車等駐車場に駐車され、残りの16,323台（約
3.1％）が路上などに放置されていました。

（１）自転車、原動機付自転車及び自動二輪車の放置台数
自転車、原付及び自二の放置台数は、17,559台（前年度比 1,871台減）でした。
うち、自転車のみの放置台数は、16,323台（前年度比 1,594台減）でした。

（２）自転車の放置率（乗入台数に占める放置台数の割合）･･･区部4.6％、市部0.6％、町村部0％
自転車の放置率は区部が高く、高い順に、中央区52.2％、千代田区47.2%、渋谷区28.7％、
文京区22.8％、台東区20.5％でした。

【図-１】 放置台数・実収容台数・収容能力・乗入台数推移（自転車、原付及び自二を含む。）
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全国調査

都調査

全国調査･･･自転車100台以上、原付と自二は合わせて50台以上のみを計上
都調査･････自転車、原付及び自二各１台から計上



２ 放置台数及び乗入台数が多い駅

【図-２】 放置台数が多い駅の推移

令和４年度 令和３年度 令和２年度

新 小 岩 京 成 立 石 　 赤 羽 赤 羽

326台 274台 301台 813台
（+96台） （+12台） （+95台）

高 円 寺 高 円 寺 幡 ヶ 谷 東 京

313台 263台 267台 775台
（+50台） （+70台） （-3台）

馬喰町、 馬喰 横山 T X 浅 草 恵 比 寿 麻 布 十 番
、東日本橋

301台 243台 265台 766台
（+154台） （-12台） （-99台）

小川町、淡路町 外 苑 前 京 成 立 石 新 宿

208台 232台 262台 731台
（+65台） （+23台） （-6台）

亀 戸 新 小 岩 新 小 岩 秋 葉 原

208台 230台 260台 684台
（+138台） （-30台） （-50台）

【参考】
平成24年度

１位

２位

３位

４位

４位

令和４年度 令和３年度 令和２年度

蒲 田 町 田 　 町 田 三 鷹

9,473台 10,614台 10,615台 11,249台
（+1,119台） （-1台） （-55台）

町 田 三 鷹 三 鷹 蒲 田

9,433台 8,557台 10,491台 10,642台
（-1,181台） （-1,934台） （-1,373台）

三 鷹 蒲 田 竹 ノ 塚 吉 祥 寺

9,414台 8,354台 8,652台 9,986台
（+857台） （+89台） （+97台）

新 小 岩 新 小 岩 蒲 田 町 田

8,339台 7,533台 8,265台 8,826台
（+806台） （+659台） （-1,687台）

吉 祥 寺 吉 祥 寺 吉 祥 寺 竹 ノ 塚

7,720台 7,303台 7,866台 8,609台
（+417台） （-563台） （-2,600台）

【参考】
平成24年度

１位

２位

３位

４位

５位

【図-３】 乗入台数が多い駅の推移

３ 放置自転車等の減少に向けた主な施策

良好な交通環境を整備するとともに街の美観を確保するため、区市町村をはじめ鉄道・バス事業者、
警察、商工関係団体等と連携しながら放置自転車対策に取り組んでいます。

（１）自転車等駐車場の設置等
令和３年度における区市町村の投資的経費（自転車等駐車場の整備等に要する経費）は、
約10.6億円（昨年度比約8.5億円減）でした。

（２）自転車等駐車場の維持管理・放置自転車の撤去等
令和３年度における区市町村の消費的経費（自転車等駐車場の維持管理や放置自転車等の撤去等に
要する経費）は、約154.4億円（昨年度比 約2.3億円減）でした。
またそのうち、放置自転車の撤去、保管及び返還に要する経費は、約46.3億円 でした。

（３）都内6区との協働体制
駅前放置自転車の多い6区（千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区）と放置自転車対
策協議会を開催し、各区のノウハウを共有するなど放置自転車対策の推進を図りました。

（４）駅前放置自転車クリーンキャンペーン
令和４年10月の「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」では、駅構内や電車・バス車内へのポ
スター掲出のほか、街頭ビジョンや公共施設等のデジタルサイネージ、ウェブ広告を活用した広報
活動を展開しました。さらにキャンペーン期間中は、区市町村による放置自転車の撤去を積極的に
実施しました。

・駅前等での広報啓発活動 ：113駅実施、延べ221日
・ポスター掲出 ：約4万枚
・リーフレット配布 ：約14.4万枚
・放置自転車の撤去 ：457駅実施、6,258台撤去

・その他、広報動画を制作し街頭ビジョンやデジタルサイネージで放映

-2-



4 自転車等駐車場の設置状況 【図ｰ4,5】参照

(1) 令和４年８月末日現在、駅周辺の自転車等駐車場は、2,858箇所（前年度比 9箇所増）でした。
そのうち公設は1,326箇所（前年度比1箇所増）、民設は1,532箇所（前年度比 8箇所増）でした。
近年は、民間事業者による自転車等駐車場の設置が増加しています。

(2) 収容能力は、914,016台（前年度比 14,783台減）、実収容台数は、523,174台（前年度比
14,910台増）でした。

【図-４】設置者別自転車等駐車場数の推移 【図-５】収容能力及び実収容台数の推移

（年度）

5 令和3年度における放置自転車等の撤去、処分等の状況 【図-6,7】参照

（１）令和３年度に区市町村が撤去した放置自転車等：205,000台（２年度比 10,609台減）

（２）令和３年度に持ち主に返還された台数：126,486台（２年度比 6,348台減）

（３）令和３年度に区市町村が処分した台数：82,300台（２年度比 8,557台減）

※ 返還台数、処分台数には、令和元年度中に撤去されたものを含みます。

【図-６】放置自転車等の撤去・返還・処分台数 の推移 【図-７】撤去自転車及び原動機付自転車の処分内訳

・廃棄処分（A+B）：12,399台（15.1%）
・鉄くずとして資源活用（C+D）：2,739台（3.3％）
・リサイクル用途（F+G）：67,162台（81.6％）
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第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施大綱（案） 

 

１ 目的 

  放置自転車は、歩行者や緊急車両の通行を阻害するとともに、街の美観を損ねるなど社会問題と

なっている。これまで、区市町村や関係機関等の地道な努力により放置自転車の状況は改善してい

るものの、都内では依然として約１．７６万台の自転車等（うち、自転車は約１．６３万台）が駅

周辺に放置されている。 

  このため、東京都では「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」に基づき、自転

車通勤する従業者の駐輪場所の確保・確認や顧客に対する駐輪場利用の啓発等を事業者の責務と規

定するなど、社会全体による放置自転車対策を推進しているところである。 

  さらに、東京都自転車安全利用推進計画において、令和３年度から令和７年度までの５か年で駅

前放置自転車の台数を１．５万台以下にすることを目標に掲げている。 

こうした中、放置自転車問題を広く都民に訴えるため、関係機関等が相互に協力して、駅前放置

自転車クリーンキャンペーン（以下「キャンペーン」という。）を実施する。 

 

２ 実施内容 

(1) 別紙１のとおりとする。 

地域別、機関等別の具体的な実施内容は、各機関・団体が作成する「実施計画」で定める。 

(2) 活動の重点は次のとおりとする。 

広報活動及び駅前放置自転車の撤去等 

(3) 統一標語は次のとおりとする。 

   「自転車の 代わりに置こう 思いやり」 

 

３ 実施時期 

令和５年１０月２２日（日曜日）から同月３１日（火曜日）までの１０日間とする。また、キャ 

ンペーンの事前周知活動もあわせて実施する。 

 

４ 実施・参加機関等 

(1) 実施・参加機関等は次のとおりとする。 

主  催：東京都・区市町村 

構成団体：国土交通省（東京・相武国道事務所）、警視庁、東京消防庁、東日本旅客鉄道（株）、

（一社）日本民営鉄道協会（関東鉄道協会）、（一社）東京バス協会、（一社）東京

ハイヤー・タクシー協会、東京商工会議所、東京都商工会連合会、東京都商店街振

興組合連合会、（一財）自転車産業振興協会、東京都自転車商協同組合、（一社）全

国銀行協会、関東百貨店協会、（一財)日本自転車普及協会、（一社）日本二輪車普

及安全協会、（一財）東京都交通安全協会、東京都公立高等学校長協会、（一財）東

京都私立中学高等学校協会、東京都町会連合会、（一社）東京宝くじ協会、（公財）

自転車駐車場整備センター、（一社）東京母の会連合会、（公社）東京都専修学校各

種学校協会、（公財）東京しごと財団（東京都シルバー人材センター連合）、（公社）

東京都老人クラブ連合会、東京都障害者団体連絡協議会（東京都肢体不自由児者父

母の会、東京都盲人福祉協会）、東京消費者団体連絡センター ※順不同 

資料４・議案１ 



 

 

協力団体：（一社）東京都個人タクシー協会、日本チェーンストア協会、（一社）自転車協会、

（公財）東京都道路整備保全公社、（一社）自転車駐車場工業会 ※順不同  

(2) 各実施・参加機関等の役割は別紙２のとおりとする。 

 

５ 実施計画の策定 

(1) 実施機関等は、この大綱及び別に定める駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施計画策定   

要領に基づき、それぞれ実施計画を策定し、駅前放置自転車クリーンキャンペーン幹事会におい

て報告する。 

(2) 区市町村実施計画に関する事項は以下のとおりとする。 

ア 区市町村実施計画の中に、区市町村以外の機関・団体の実施又は協力すべき事項を採り入れ

る場合には、関係機関相互の連携を高めるため、区市町村が中心となって、「〇〇区（市町村）

駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会」等の連絡、調整機関を設けるよう努めるも

のとする。 

イ 区市町村以外の機関・団体等は、区市町村実施計画について協力の要請があったときは、可

能な限り応じるものとする。 

 (3) 引き続き基本的な感染対策を講じつつ、駅前放置自転車台数を１．５万台以下にする目標の

達成に効果的な実施計画を検討する。 

 

６ 首都圏駅前放置自転車クリーンキャンペーンの実施 

  首都圏駅前放置自転車対策協議会加盟の隣接３県（埼玉県・千葉県・神奈川県）及び５政令指定

都市（横浜市、川崎市、相模原市、千葉市、さいたま市）は密接に連携し、クリーンキャンペーン

を統一実施する。 

 



 

 

 

 

駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施内容 

 

 

１ 広報活動 

(1) 印刷物 

①ポスターの掲示 

各駅構内、電車・バスの車内、その他公共的施設等に掲示する。 

②リーフレットの配布 

各駅周辺や各参加機関・団体の窓口等において配布する。 

③広報紙等への掲載 

各参加機関・団体で発行している広報紙・機関紙やホームページ等にキャンペーンの内容を掲

載する。 

(2) 各種ＳＮＳ等を活用したＰＲ活動  

アニメーション広報動画を作成し、YouTube や Twitter、Instagram といった各種ＳＮＳや

街頭ビジョンで放映し、駅前放置自転車についての発信を行う。 

(3) 報道関係への情報提供（プレス） 

①キャンペーンの実施について各報道機関へ情報提供する。 

②放置自転車の実態、キャンペーンの実施の模様等について広く都民に周知するよう働きか

ける。 

(4) その他 

①広報用品の配布 

②その他 

地域や参加団体の実情に対応した広報活動を行う。 

「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の趣旨を踏まえ、事業者等への広

報活動を行う。 

例：広報車、パレード、横断幕の掲出、町内掲示板へのポスター掲示、リーフレットの配布、

駅構内・車内放送による広報、駅頭指導・呼びかけなど 

 

２ 放置自転車等の撤去、保管、返還、処分 

  撤去の対象駅、実施期日、撤去の方法、必要人員、必要機材、参加団体の範囲及び役割分担、撤

去自転車等の保管場所、返還方法、処分方法等の具体的内容については、区市町村ごとに「実施計

画」で定める。なお、計画の立案についての要領は別に定める。 

 

３ その他 

(1) 放置自転車対策功労団体・功労者への知事感謝状贈呈 

区市町村からの推薦に基づき、地域の放置自転車対策事業に積極的に協力及び貢献している

方々に対して、知事名による感謝状を贈呈する。 

議案１ 別紙１ 



 

 

 

実施・参加機関等の役割 

 

国              国 土 交 通 省                 〇撤去、広報活動の実施、参加 

         （国道事務所） 

                          

        生活文化スポーツ局     〇全体計画の企画立案、進行管理 

都民安全推進部     〇キャンペーン推進委員会の運営 

                （総合推進課）                 〇広報活動の実施 

                      〇功労者（団体）への知事感謝状の贈呈         

生活文化スポーツ局広報広聴部  〇広報活動の実施 

        生活文化スポーツ局  

私  学  部        〇学校に対する広報活動の実施 

 

東 京 都   福  祉  局           〇広報活動の実施 

                         〇広報活動の実施 

        建  設  局         〇方針について各事務所への徹底 

                  事務所    〇撤去、広報活動への参加 

                         〇広報活動の実施 

        交  通  局         〇方針について各駅等への徹底 

                  駅 等   〇撤去、広報活動への参加 

        教  育  庁         〇学校に対する広報活動の実施 

                         〇広報活動の実施 

                          〇方針について各警察署に徹底 

                        〇撤去、広報活動への参加 

                         〇放置二輪車の指導、取締り 

                                〇防災上の立場からの助言 

東京消防庁                    〇趣旨について各消防署に徹底 

                                〇地域計画に対し、防災上の立場から助言 

                        〇地域実施計画の策定、総合調整、進行管理 

                        〇地域推進委員会等の運営 

                        〇広報活動の実施 

                        〇撤去、保管、返還、処分の実施 

                        〇広報活動の実施及び参加 

                        〇撤去活動への参加 

                        〇広報活動の実施及び参加 

                        〇撤去活動への参加 

                        〇広報活動の実施及び参加 

                       〇撤去活動への参加 

本 庁 

本 庁 

本      庁 

警  察  署 

本      庁 

消  防  署 

警 視 庁 

区   市   町   村 

鉄道・バス事業者等 

商 工 業 団 体 

交通安全普及団体等 

議案１ 別紙２ 



- 1 - 
 

資料５・議案２ 

 
第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施計画策定要領（案） 
 

１ 実施計画策定の基本的な考え方 

(1)  実施計画は、「駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施大綱」に沿って策定すること。 

(2)  各団体は、可能な限り多様な内容を計画に盛り込むよう努力すること。 

(3) 昨年度までと同様、今年度も計画時と報告時に同一の様式を使用することとした。実施

報告時には計画時に記入した内容を更新して提出すること。 

 

２ 活動内容 

(1) 広報活動 

広く都民に周知するため、可能な限り多様な広報媒体等を活用すること。 

【例】〇マスコミへの情報提供 

積極的な報道発表及び取材協力 

〇テレビ･ラジオ等の利用 

テレビ・ラジオでの放送、車内・駅構内等での放送、広報車等の活用 

〇印刷物の作成・掲出、配布 

ポスター、リーフレット、広報紙（誌）、機関・団体紙（誌）等の作成、配布 

〇駅頭での呼びかけ等 

駅頭での指導・呼びかけ、パレードの実施、「歩こう運動」等住民運動の推進等 

〇その他 

講演会等の実施、広報用品の配布、関係先への呼びかけ等 

 

(2) 放置自転車等の撤去、保管、返還、処分 

放置自転車等の撤去場所（駅）、期日、方法、体制（人員、機材、参加団体の範囲及び

役割分担）のほか、保管場所、返還方法、処分方法等は、関係機関と協議しつつ、区市

町村が従前から実施している方法を基準として定めるものとする。 

 

(3) その他 

各団体は、それぞれの下部組織・団体又は協力団体等に対し、本キャンペーンについ

ての周知徹底、参加協力等の指示又は要請をできるだけ早期に広範囲に行うものとする。 

 

３ 実施計画書の作成 

実施計画書の作成に当たっては、別紙１を参考とすること。 

 

４ 実施計画書の提出 

(1) 提出期限 令和５年７月１９日（水曜日） 

(2) 提出方法 メールで御提出ください。 

(3) 提出部数 １部 

(4) 提 出 先 東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部総合推進課 担当：針生・徳 

〒163－8001 新宿区西新宿二丁目８番１号 第１本庁舎北塔３４階 

電 話 ０３－５３８８－３１２４ 

ＦＡＸ  ０３－５３８８－１２１７ 

メール S1120301@section.metro.tokyo.jp 

 訂正後：令和５年７月２８日（金）

mailto:S1120301@section.metro.tokyo.jp
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議案２ 別紙１ 

 

【区市町村用（別記様式１）】 

 １ クリーンキャンペーンのための組織 

令和４年度版「駅前放置自転車の現況と対策」P61、62 の協議会等の下部組織（地

域支部等）を指します。 

２ 駅頭広報活動・撤去等活動（移送・移動も含む。） 

 （1）駅頭広報活動・撤去等実施予定の路線名・駅名を記入の上、参加団体のセル

に「〇」を御記入下さい。実施予定の駅が多く、記入欄が足りない場合は複写対

応をお願いします。また、都ホームページへの掲載可否について、どちらかに丸

を付けて下さい。 

（2）自動車延べ動員数について、広報活動や撤去等活動に利用する車両数（車両

利用数）を御記入下さい。 

（3）駅前放置自転車クリーンキャンペーン期間中（10 月 22 日から 31 日まで）は

実施予定の日付に「〇」を付けてください。キャンペーン期間前後に実施予定の

場合は、その日付を御記入ください。 

 ３ 広報媒体等 

(1) 印刷物、看板等 

  区市町村で掲載予定の広報紙等について、名称や発行時期、掲載回数を御

記入ください。 

  ホームページについて当該ホームページや掲載予定期間を御記入ください。 

  ポスター、リーフレットについては、都作成分、（区市町村）独自作成分、

自転車駐車場整備センター作成分等の別に、種類や枚数を御記入ください。 

  注意・警告札、看板、横断幕、のぼり旗について、活用する種類や枚数を

御記入ください。 

(2) 広報媒体 

報道発表やテレビ・ラジオ等を活用した広報活動、住民運動や講演会等の予定

を御記入ください。 

  ※４～６については、実施報告時に御記入ください。 

 

【鉄道・バス事業者用（別記様式２）】 

１ 広報紙（誌）・メールマガジン、ホームページ等への掲載予定を御記入ください。 

 なお、発行数等については、実施報告時に御記入ください。 

２ 独自作成のポスター、リーフレット、ＰＲ用配布品等 

独自作成の取組がある場合は、御記入下さい。 

３ 都作成のポスター、リーフレットの活用 

都が作成し配布するポスターの数量を「車内」「駅構内（停留所、営業所、案内

所を含む。）」「その他（本社執務室等）」の別に御記入ください。 

４ 車内・駅構内の放送について 

放送について、「車内」「駅構内（停留所、営業所、案内所を含む。）」や「都が作

成する動画の活用」について、御記入ください。 
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５ 駅頭活動 

駅ごとの活動状況を御記入ください。なお、都ホームページへの掲載可否につい

て、どちらかに丸を付けて下さい。 

６  その他の活動 

都作成のリーフレットの活用含め、その他の活動が予定されている場合は、御記

入下さい。 

※７の意見欄は実施報告時に御記入ください。 

 

  

【区市町村以外の団体用（別記様式３）】 

１ 広報紙（誌）・メールマガジンの発行、ホームページ等への掲載 

なお、発行数等については、実施報告時に御記入ください。 

２ 独自作成のポスター、リーフレット、ＰＲ用配布品等 

独自作成の取組がある場合は、御記入下さい。 

３ 都作成のポスターの活用 

都が作成し配布するポスター数量、掲出先・配布先について御記入下さい。 

４ 自転車駐車場整備センター作成のポスターの活用 

自転車駐車場整備センターが作成し配布するポスター数量、掲出先・配布先につ

いて御記入下さい。 

５ 都作成のリーフレット活用 

都が作成し配布するリーフレットの数量、掲出先・配布先について御記入下さい. 

６ 駅頭活動駅ごとの取組内容と併せて都ホームページへの掲載可否について、御記

入下さい。 

７  その他の活動 

その他の活動を予定している場合は、御記入下さい。 

※８の意見欄は実施報告時に御記入ください。 
                               



別記様式1【区市町村用】

区 市 町 村 名 部 課 係 名

担 当 者 名

電 話 番 号

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

名 称 発 足 日
総 構 成 員 数
（ 委 員 等 ）

構 成 員 の 役 職 名

第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン 実施計画書兼報告書

【令和４年度版「駅前放置自転車の現況と対策」P61、62の協議会等の下部組織（地域支部等）を指す。】

１　クリーンキャンペーンのための組織

実 施 計 画 書 作 成 日

実 施 計 画 書 作 成 日

本様式は、実施計画と実施報告を兼ねる形式としております。実施計画時に記載・提出していただいた

内容を、キャンペーン実施後の実施報告時は、更新して提出いただくこととなります。

1/4ページ



別記様式1【区市町村用】

２　駅頭広報活動・撤去等活動（移送・移動も含む。）（黄色セルは実施報告時に記載）

(１)　撤去・移送台数及び駅頭広報活動・撤去等活動参加人数

※都ホームページへの掲載　　可　／　否　（どちらかに○）

撤去活動

実施予定
自 転 車
( 台 )

原 付 ・ 二 輪
( 台 )

計
区 市
町 村

*2

町 会
自 治 会
商 店 会

警 察
東 京 都
（ 除 交 通

局 ）

鉄 道
（ 含 交 通

局 ）

バ ス
事 業 者

国
（ 国 道
事 務 所 ）

交 通
安 全
協 会

そ の 他

*3
計

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

29 0 0

30 0 0

計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計

駅

駅

駅

0 日 0台 0台 0台 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

0 日

(２)　自動車延べ動員数 (３)　キャンペーン実施（予定）日

合計 広報車 トラック(撤去用) その他 22日(日） 23日（月） 24日（火） 25日（水） 26日（木） 27日（金） 28日（土） 29日（日） 30日（月） 31日（火）

備　　　　考

区市町村内に所在する駅数　*4

活動実施駅数　*4

　総駅数

　（注）　*1：駐輪場内の撤去分を含む。 　*2：区市町村が委託した高齢者事業団、運送業者等を含む。　*3：「その他」に該当する場合、詳細は備考欄に記載する。
　　　　　　　 *4：区市町村の総駅数とキャンペーン実施駅数（複数路線の同一駅名は１と数える）を記入する。

駅 頭 広 報 活 動 ･ 撤 去 等 活 動 参 加 団 体実　　　施　　（　予　定　）　　駅

0台

撤 去 ・ 移 送 台 数 *1

路線名

撤去等活動

駅頭広報
活動

期間後　（キャンペーンに位置付け
た活動日を記載）

活動延べ日数

　撤去等活動

　駅頭広報活動

　駅頭広報活動

車両利用数（延べ台数） 期間前　（キャンペーンに位置付けた活
動日を記載）

　撤去等活動

キャンペーン期間中　（実施する（した）日付に○を記載）

駅名

広報活動予定又は撤去
活動予定の駅名等を記
載 実施計画時：実施予定駅のセルに

「〇」を記載ください。
実施報告時：参加人数を記載くだ
さい。

実施計画時：実施予定
駅のセルに「〇」を記
載ください。
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別記様式1【区市町村用】

名称 名称1

　年　月 　年　月

延発行部数 延発行部数１

名称２ 番号 種類 枚数 番号 種類 枚数

　年　月

延 発 行 部 数 2

種 類 種 類 種 類 種類 数　量

種 類 種類 数　量

URL（ｳｪﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ）

３　広報媒体等（黄色セルは実施報告時に記載）

発行時期１

掲載回数１

アクセス数

区市町村広報紙（誌）

(1) 印刷物、看板等

発行時期

リーフレット

注 意 ･ 警 告 札

掲載（予定）期間

看 板 活 動 品 （ タ ス キ 、 ジ ャ ン パ ー 等 ）

ポスター

発行時期2

①都作成分

②独自作成分

枚 数

横 断 幕

品 名

そ の 他 の 広 報 紙 （ 誌 ）

枚 数

ホ ー ム ペ ー ジ

掲載回数

①都作成分

②独自（駐輪場案内）

③独自（その他）

掲載回数2

の ぼ り 旗

枚 数

品 名

配　　布　　品

枚 数

掲載データ又は掲載イメージ（フルカラー）を電子データで添付してください
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別記様式1【区市町村用】

４　【実施報告時に記載】住民からの苦情･問い合わせ状況（キャンペーン期間中）

有 無

件 数 主 な 内 容

そ の 他

５　自由意見欄

　＊　報道発表、取材協力、テレビ・ラジオの放送について記入する。

６　【実施報告時に記載】プレス取材の有無

　　 ＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記入してください。

掲 載 日 時 ･ 放 映 時 間 等

種 別

新 聞 社 ･ テ レ ビ 局 名 等

　＊　クリーンキャンペーンについての意見･要望を記入する。

苦 情

問 合 せ

意 見

要 望

合 計
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別記様式2 【鉄道･バス事業者用】

部課係名

担当者名

電話番号

１　広報紙等への掲載（「発行数等」欄については、実施報告時に記載）

　＊　キャンペーン記事を掲載する（した）印刷物等を記載してください。

　＊　メールマガジンについては、配信数を「発行数等」欄に記載してください。

　＊　ＳＮＳについては、フォロワー数を「発行数等」欄に記載してください。

発行数等

0

２　独自作成のポスター、リーフレット、ＰＲ用配布品等

数量等

　＊　ホームページについては、アクセス数を「発行数等」欄に記載してください。実施報告時には、掲載データ又は
掲載イメージ（フル カラー）を送付してください。

デジタルサイネージ・
モニター表示

ＰＲ配布品

その他

掲出先・配布先等

ポスター

リーフレット

名　　称　・　規　　格

その他

種　　別

ＳＮＳ

名　　称

広報紙（誌）、会報等

メールマガジン

ホームページ

第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン 実施計画書兼報告書

対象読者層種　　別
発行日・
掲載期間

区市町村名

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

実 施 計 画 書 作 成 日

実 施 計 画 書 作 成 日

本様式は、実施計画と実施報告を兼ねる形式としております。実施計画時に記載・提出していただいた

内容を、キャンペーン実施後の実施報告時は、更新して提出いただくこととなります。
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別記様式2 【鉄道･バス事業者用】

３　都作成のポスターの掲出

　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。

枚 両 枚

枚 両 枚

枚 両 枚

枚 両 枚

枚 両 枚

枚 両 枚

0 0

(2)　駅構内（停留所、営業所、案内所を含む。）

　＊　都電荒川線やバスの停留所で掲出する（した）場合は、記載してください。

　＊　バスの営業所や案内所で掲出する（した）場合は、記載してください。

　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。別紙での対応も可能です。

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

0 0

(3)　その他（本社執務室等）

箇所 枚

箇所 枚

名　　称　　等 掲出箇所 掲出枚数 掲出開始日 掲出終了日

掲出開始（予定）日 掲出終了（予定）日

①1車両あたり

駅　　名　　等 掲出箇所 掲出枚数

(1)　車内

②車両数
掲出枚数
①×②

掲出開始（予定）日 掲出終了（予定）日路線名
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別記様式2 【鉄道･バス事業者用】

４　車内・駅構内放送

　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。
１回あたりの

秒数

計 路線

(2)　駅構内（停留所を含む。）
　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。

１回あたりの
秒数

計 駅、停留所

(3)　都作成動画の活用

(4)　その他

箇所

箇所

路　　線　　名 放送時間帯

(1)　車内

名　　称　　等 放送時間帯 放送開始日 放送終了日

放送時間帯 放送開始日 放送終了日駅　　名　　等

放送開始日 放送終了日

駅　　名　　等 放送時間帯 放送開始日 放送終了日

実施計画時では、「〇
〇駅ほか●箇所」等の
書き方で結構です。

実施計画時では、「〇
〇駅ほか●箇所」等の
書き方で結構です。
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別記様式2 【鉄道･バス事業者用】

５　駅頭活動（鉄道・バス事業者が参加したもの。）（黄色セルは実施報告時に記載）

※都ホームページへの掲載　　可　／　否　（どちらかに○）

　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

0 0

６　その他の活動

配布数

配布先

７　意見欄

　＊　クリーンキャンペーンについての御意見･御要望を記載してください。

（１）都作成の
　　 リーフレットの活用

事　　項　　名 規模・内容等

参加延日数
①×②

参加延人員②参加日①活動場所（駅名） 活動内容

実施報告時に
記載
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別記様式3 【構成団体・協力団体用】

部課係名

担当者名

電話番号

１　広報紙等への掲載

　＊　キャンペーン記事を掲載する（した）印刷物等を記載してください。
　＊　メールマガジンについては、配信数を「発行数等」欄に記載してください。

　＊　ツィッターについては、フォロワー数を「発行数等」欄に記載してください。

発行数等

0

２　独自作成のポスター、リーフレット、ＰＲ用配布品等

数量等

区市町村名

　＊　ホームページについては、アクセス数を「発行数等」欄に記載してください。実施報告時には、掲載データ又は
掲載イメージ（フル カラー）を送付してください。

デジタルサイネージ・
モニター表示

ＰＲ配布品

その他

掲出先・配布先等

ポスター

リーフレット

名　　称　・　規　　格

その他

種　　別

ツイッター

名　　称

広報紙（誌）、会報等

メールマガジン

ホームページ

第４０回 駅前放置自転車クリーンキャンペーン 実施計画書兼報告書

対象読者層種　　別
発行日・
掲載期間

実 施 計 画 書 作 成 日 令和　　年　　月　　日

実 施 計 報 告 作 成 日 令和　　年　　月　　日

本様式は、実施計画と実施報告を兼ねる形式としております。実施計画時に記載・提出していただいた内容

を、キャンペーン実施後の実施報告時に更新して、提出いただくこととなります。
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別記様式3 【構成団体・協力団体用】

３　都作成のポスターの掲出

規格

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

0 0

４　自転車駐車場整備センター作成のポスターの掲出

規格

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

0 0

５　都作成のリーフレットの配布

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

箇所 枚

0 0

配布箇所 配布個数

掲出箇所 掲出枚数 掲出開始

掲出開始 掲出終了

掲　出　先

掲出枚数

配　布　先

掲　出　先

掲出終了

掲出箇所
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別記様式3 【構成団体・協力団体用】

６　駅頭活動（構成・協力団体が参加したもの）（黄色セルは実施報告時に記載）

※都ホームページへの掲載　　可　／　否　（どちらかに○）

　＊　枠が足りない場合は、複写して次ページに記載してください。

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

日 人

0 0

７　その他の活動

８　意見欄

　＊　クリーンキャンペーンについての御意見･御要望を記載してください。

参加延日数
①×②

参加延人員②参加日

事　　項　　名 規　　模　・　内　容　等

活動内容①活動場所（駅名）
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駅前放置自転車クリーンキャンペーン標語の継続使用について 

 

 

１ これまでの統一標語使用の経緯 

○ 駅前放置自転車クリーンキャンペーンでは、昭和６０年（第２回）から平成７年

（第１２回）まで、標語を一般募集し、翌年のキャンペーンに使用 

○ 平成８年（第１３回）からは、「困ります！ 自転車置きざり 知らんぷり」の標

語を使用 

○ 平成２９年度に統一標語を公募し、平成２９年度の第３４回から令和２年度の第

３７回までは、「放置ゼロ キレイな街で おもてなし」を使用 

 〇 令和２年度の推進委員会（書面開催）において、統一標語の公募を決定。 

〇 平成２９年度の第３４回駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会の決

定において、標語の使用期間等は以下のとおり定められている。 

・標語の使用期間は概ね５回（５年間）を原則 

・次年度の継続使用の適否について、各回（毎年度）の推進委員会において検討し、 

検討結果は次回の実施大綱（案）に反映 

 

２ 駅前放置自転車クリーンキャンペーン標語の継続使用について  

令和６年度第４１回駅前放置自転車クリーンキャンペーンで使用する統一標語につ

いては、引き続き、「自転車の 代わりに置こう 思いやり」を使用することとしたい。 

 

資料６・議案 ３ 



 

 

駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱の改正について 

 

 

１ これまでの経緯 

○ 令和４年２月 18 日付３都安総交第 1128 号「駅前放置自転車クリーンキャンペー

ン推進委員会の書面開催について（通知）」に基づき、設置要綱上、推進委員の団体

名及び役職名を記載する「職指定」に係る改正について全委員から承認を得た。 

○ 上記承認に従い、令和４年３月４日付３都安総交第 1186号「駅前放置自転車クリ

ーンキャンペーン推進委員会における議案審議結果の報告及び関連事項の照会につ

いて」により、設置要綱に記載する役職名（各団体における役職名）を照会。 

○ 照会結果を受け、令和４年４月１日付で駅前放置自転車クリーンキャンペーン推

進委員会設置要綱の改正を行った。 

 

２ 駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱 別表１から３の改正

について  

  推進委員の「職指定」について、各構成団体からの申し出により、設置要綱に記載 

 する役職名を変更する。 

資料７・議案 ４ 



                                        

駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱（改正案） 
 

昭和５９年 ５月１６日５９生文企交第  ２３号 

改正 令和 ４年 ３月２９日 ３都安総交第１２３４号 

改正 令和 ４年１０月 ３日  ４生安総第 ６０１号 

（設 置） 

第１ 放置自転車問題を広く都民に訴えるための「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」を関 

係機関・団体が相互に協力して実施するため、駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委 

員会（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 推進委員会は、次の事項を所掌する。 

 (1) 駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施大綱の策定 

(2) 関係機関・団体が策定する「クリーンキャンペーン実施計画」の調整 

(3) その他駅前放置自転車クリーンキャンペーンの実施に必要な事項 

 

（構 成） 

第３ 推進委員会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 委員は、別表１及び別表２に掲げる職にある者をもって充てる。 

 

（任 期） 

第４ 委員の任期は、委嘱をした日の属する年度の翌年度の末日までとする。ただし、再任を妨 

げない。 

２ 任期途中で委員を変更する場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長） 

第５ 会長は、生活文化スポーツ局生活安全担当局長をもって充てる。 

２ 会長に事故があるときは、会長が指定する委員がその職務を代理する。 

 

（招集等） 

第６ 推進委員会は、会長が招集し、主宰する。 

 

（幹事会） 

第７ 推進委員会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、推進委員会から付託を受けた事項について協議・調整する。 

３ 幹事会は、幹事をもって構成する。 

４ 幹事は、別表１に掲げる委員が指名する者及び別表３に掲げる職にある者をもって充てる。 

５ 幹事の任期は、委員の任期を準用する。 

６ 幹事会は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長が招集し、主宰する。 

 

（標語選定委員会） 

第８ 幹事会に標語選定委員会を置く。 

２ 標語選定委員会は、駅前放置自転車クリーンキャンペーン統一標語について協議・調整する。 

３ 標語選定委員会は、 別表１の１区代表１名、同市代表１名、別表１の２鉄道・バス等事業

者代表１名、別表１の３商工業団体代表１名、別表１の４交通安全普及団体等代表１名、別表

３代表４名及び首都圏放置自転車対策協議会代表１名により構成する。 

４ 標語選定委員長は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長をもって充てる。 

５ 標語選定委員会は、標語選定委員長が招集し、主宰する。 

６ 標語の募集及びその他の事務は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部総合推進課が行

う。 

資料７・別紙 



 

（公開等） 

第９ 推進委員会、幹事会及び標語選定委員会は、公開で行うものとする。ただし、推進委員会 

幹事会及び標語選定委員会の決定により非公開とすることができる。 

２ 推進委員会、幹事会及び標語選定委員会の会議録等は、公開するものとする。 

 

（庶 務） 

第 10 推進委員会の庶務は、東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部総合推進課において処理

する。 

 

（その他） 

第 11 この要綱に定めるもののほか、推進委員会の運営に必要な事項は、東京都都民安全推進本 

部長が定める。 

 

   附  則 

１ この要綱は、昭和 59 年５月 16 日から施行する。 

 

 

２ 要綱第４の規定にかかわらず、当初の委員及び幹事の任期は、昭和 60 年３月 31 日までとす 

る。 

   附  則（60 生文総交第 20 号） 

 この要綱は、昭和 60 年５月２日から施行する。 

   附  則（61 生文総交第 35 号） 

 この要綱は、昭和 61 年５月 27 日から施行する。 

   附  則（62 生文総交第 19 号） 

 この要綱は、昭和 62 年５月 13 日から施行する。 

   附  則（２生文総交第 254 号） 

 この要綱は、平成２年８月１日から施行する。ただし、第３及び第５の第２項の改定規定は平 

成２年７月 19 日から施行する。 

   附  則（７生文総交第 56 号） 

 この要綱は、平成７年５月９日から施行する。 

   附  則（８生文総交第 14 号） 

 この要綱は、平成８年５月 10 日から施行する。 

   附  則（10 生文総交第 23 号） 

 この要綱は、平成 10 年５月 18 日から施行する。 

   附  則（11 生文総交第 327 号） 

１ この要綱は、平成 12 年１月１日から施行する。 

２ 東京都情報公開条例（平成 11 年東京都条例第５号）の公布の日前に開催された委員会及び幹 

事会の会議録等の取扱いについては、この要綱による改正後の駅前放置自転車クリーンキャン 

ペーン推進委員会設置要綱第８第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附  則（12 生文総交第 19 号） 

 この要綱は、平成 12 年４月 18 日から施行する。 

     附  則（13 生都協交第５号） 

  この要綱は、平成 13 年４月 18 日から施行する。 

     附  則（16 生文総安第３号） 

  この要綱は、平成 16 年４月５日から施行する。 

     附  則（16 生文総安第 199 号） 

  この要綱は、平成 16 年８月 13 日から施行する。 

附  則（1７生文総安第 172 号） 

  この要綱は、平成 17 年 8 月１日から施行する。 

附  則（17 青青総第 459 号） 



  この要綱は、平成 18 年 4 月１日から施行する。 

附  則（18 青総総第 766 号） 

  この要綱は、平成 19 年 4 月１日から施行する。 

附  則（22 青総総第 13 号） 

  この要綱は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則（22 青総総第 182 号） 

  この要綱は、平成 22 年 7 月 16 日から施行する。 

附  則（24 青総総第 140 号） 

  この要綱は、平成 24 年 6 月 22 日から施行する。 

附  則（25 青総総第 34 号） 

  この要綱は、平成 25 年 4 月 23 日から施行する。 

附  則（27 青総総第 31 号） 

  この要綱は、平成 27 年 4 月 20 日から施行する。 

附  則（28 青総総第 421 号） 

  この要綱は、平成 28 年 12 月 16 日から施行する。 

附  則（30 青総総第 782 号） 

  この要綱は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則（３都安総交第 1234 号） 

  この要綱は、令和４年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則（４生安総第 601 号） 

この要綱は、令和４年 10 月３日から施行する。 

   附 則（５生安総第   号） 

この要綱は、令和５年 月 日から施行する。 

 



    別表 １ 

 

     １ 行政機関 

      国土交通省関東地方整備局東京国道事務所長 

      国土交通省関東地方整備局相武国道事務所長 

      警視庁交通部交通規制課長 

      東京消防庁警防部参事兼警防課長 

      区 代 表（５区） 

      市 代 表（５市） 

      町 村 代 表（１町村） 

 

    ２ 鉄道・バス等事業者 

      東日本旅客鉄道㈱首都圏本部企画総務部経営戦略ユニットチーフマネージャー 

      （一社）日本民営鉄道協会（関東鉄道協会）運輸調整部長 

（一社）東京バス協会常務理事 

       （一社）東京ハイヤー・タクシー協会常務理事 

 

    ３ 商工業団体 

      東京商工会議所広報部部長 

      東京都商工会連合会専務理事 

      東京都商店街振興組合連合会事務局長 

      （一財）自転車産業振興協会常務理事 

      東京都自転車商協同組合理事長 

      （一社）全国銀行協会総務部長 

      関東百貨店協会事務局長 

 

    ４ 交通安全普及団体等 

      （一財）日本自転車普及協会理事 

      （一社）日本二輪車普及安全協会東京都二輪車普及安全協会会長 

      （一財）東京都交通安全協会理事長 

      東京都公立高等学校長協会会長 

      （一財）東京私立中学高等学校協会文化部副部長 

      東京都町会連合会副会長 

      （一社）東京宝くじ協会専務理事 

      （公財）自転車駐車場整備センター常務理事 

       （一社）東京母の会連合会副理事長 

      （公社）東京都専修学校各種学校協会専務理事・事務局長 

      （公財）東京しごと財団区市町村シルバー人材センター代表 

      （公社）東京都老人クラブ連合会会長 

       東京都障害者団体連絡協議会 （一社）東京都肢体不自由児者父母の会連合会会長 

       東京消費者団体連絡センター事務局長 

  

    別表 ２ 

 

     東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長 

     東京都生活文化スポーツ局私学部長 

     東京都福祉局事業調整担当部長（※） 

     東京都建設局道路管理部長 

   東京都交通局電車部長 

   東京都教育庁指導部長 

 



     別表 ３ 

 

     東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部交通安全担当課長 

〃         違法駐車対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

   東京都生活文化スポーツ局私学部私学行政課長 

      東京都福祉局生活福祉部福祉のまちづくり担当課長（※） 

      東京都建設局道路管理部監察指導課長 

   東京都交通局電車部営業課長 

   東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長  

 

 

※東京都福祉保健局は令和５年７月１日に組織改編。 

 改正案における正式な職名については、組織改編後に確定。 



「駅前放置自転車クリーンキャンペーン推進委員会設置要綱」 新旧対照表 

改正案 現行 

 

第１から第 11まで （現行のとおり） 

 

附則（５生安総第   号） 

この要綱は、令和５年７月 日から施行する。 

 

別表 １ 

     １ 行政機関（現行のとおり） 

 

    ２ 鉄道・バス等事業者 

      東日本旅客鉄道㈱首都圏本部企画総務部経営戦略ユニットチーフマネージャー 

      （一社）日本民営鉄道協会（関東鉄道協会）運輸調整部長 

（一社）東京バス協会常務理事 

       （一社）東京ハイヤー・タクシー協会常務理事 

 

    ３ 商工業団体（現行のとおり） 

 

    ４ 交通安全普及団体等 

      （一財）日本自転車普及協会理事 

      （一社）日本二輪車普及安全協会東京都二輪車普及安全協会会長 

      （一財）東京都交通安全協会理事長 

      東京都公立高等学校長協会会長 

      （一財）東京私立中学高等学校協会文化部副部長 

      東京都町会連合会副会長 

      （一社）東京宝くじ協会専務理事 

      （公財）自転車駐車場整備センター常務理事 

       （一社）東京母の会連合会副理事長 

      （公社）東京都専修学校各種学校協会専務理事・事務局長 

      （公財）東京しごと財団区市町村シルバー人材センター代表 

      （公社）東京都老人クラブ連合会会長 

       東京都障害者団体連絡協議会 （一社）東京都肢体不自由児者父母の会連合会会長 

       東京消費者団体連絡センター事務局長 

 

 

 

 

 

 

第１から第 11まで  （略） 

 

 

 

 

 別表 １ 

     １ 行政機関 （略） 

 

    ２ 鉄道・バス等事業者 

      東日本旅客鉄道㈱首都圏本部企画総務部経営戦略ユニットチーフマネージャー 

      （一社）日本民営鉄道協会（関東鉄道協会）運輸調整部長 

（一社）東京バス協会常務理事 

       （一社）東京ハイヤー・タクシー協会副会長 

 

    ３ 商工業団体 （略） 

 

    ４ 交通安全普及団体等 

      （一財）日本自転車普及協会理事 

      （一社）日本二輪車普及安全協会東京都二輪車普及安全協会会長 

      （一財）東京都交通安全協会理事長 

      東京都公立高等学校長協会会長 

      （一財）東京私立中学高等学校協会文化部副部長 

      東京都町会連合会副会長 

      （一社）東京宝くじ協会専務理事 

      （公財）自転車駐車場整備センター常務理事 

       （一社）東京母の会連合会副理事長 

      （公社）東京都専修学校各種学校協会専務理事・事務局長 

      （公財）東京しごと財団区市町村シルバー人材センター代表 

      （公社）東京都老人クラブ連合会会長 

       東京都障害者団体連絡協議会座長 

       東京消費者団体連絡センター事務局長 

 

    

 

 

 

資料７・別紙 



     

別表 ２  

   東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長 

     東京都生活文化スポーツ局私学部長 

     東京都福祉局事業調整担当部長（※） 

     東京都建設局道路管理部長 

   東京都交通局電車部長 

   東京都教育庁指導部長 

 

別表 ３ 

   東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部交通安全担当課長 

〃         違法駐車対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

   東京都生活文化スポーツ局私学部私学行政課長 

      東京都福祉局生活福祉部福祉のまちづくり担当課長（※） 

      東京都建設局道路管理部監察指導課長 

   東京都交通局電車部営業課長 

   東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長  

 

別表 ２ 

   東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部長 

     東京都生活文化スポーツ局私学部長 

     東京都福祉保健局生活福祉部長 

     東京都建設局道路管理部長 

   東京都交通局電車部長 

   東京都教育庁指導部長 

 

別表 ３ 

   東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部交通安全担当課長 

〃         違法駐車対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

            〃         交通安全対策担当課長 

   東京都生活文化スポーツ局私学部私学行政課長 

      東京都福祉保健局生活福祉部福祉のまちづくり担当課長 

      東京都建設局道路管理部監察指導課長 

   東京都交通局電車部営業課長 

   東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長  

 

※東京都福祉保健局は令和５年７月１日に組織改編。 

 改正案における正式な職氏名については、組織改編後に確定。 



ルールを守って運転できるかを
確かめるシミュレーション体験。
5つのコースを用意しています。
安全運転でゴールを目指しましょう!

2

1

3

みまもりぃぬとチャーリーの
会話劇による学習コンテンツ。
楽しみながら、自転車の
交通ルール・マナーを学べます。

アプリで学習
POINT 1

試験で合格証ゲット!
POINT 3

シミュレーション
で体験

POINT 2

試験に合格すると、
本アプリ特製の合格証を発行します。
合格証をゲットすると
素敵な特典があります。 詳細はHPで

紹介します。

みまもりぃぬ

チャーリー

問合せ
東京都生活文化スポーツ局
都民安全推進部総合推進課

スマホで手軽に
自転車の

ルール・マナーを
学べる無料アプリ TEL.03-5388-3124

東京都自転車安全学習アプリ

トレ
りん

輪
HPはこちら令和5年2月 リリース

令和5年2月発行

ダウンロードサイト

石油系溶剤を
含まないインキを
使用しています。



原則として受講者様自身のスマホ
等に事前にアプリをダウンロード

していただき、オリエンテーションに臨んでいただき
ます。ただし、スマホ等端末をお持ちでない方向け
に貸出用端末をご用意しています。開催は通年実施
しています（土日祝日も実施可能。実施可能時間
8:00～21:30。ただし年末年始は除く）。受講者
には簡単なアンケートにご協力していただきます。

東京都自転車安全学習アプリ「輪トレ」を活用した

自転車安全利用促進オリエンテーション

オリエンテーションについて

実施校・企業等募集!

東京都自転車安全学習アプリ「輪トレ」を活用した
りん

自転車安全利用促進オリエンテーション

▶パターン①：教員やリーダー等の勉強会として実施
 （生徒等に対する指導のポイント等を学習可能）
▶パターン②：授業等で実施

東京都自転車安全 利用促進オリエンテーション事務局❷お電話でお申込み TEL.050-3504-7174

◎都内学校の教職員
◎都内の事業者で従業員が自転車を利用する企業
◎ご自身が所属する組織に自転車の交通安全ルールを
　周知・浸透させたい方

１回につき最大50名まで（※応相談）

※ただし実施回数が上限に達した場合、期間中でも受付終了となります。お早めにお申し込みください。
令和５年４月３日～令和６年２月末

オンライン申込フォーム、お電話もしくはメールにてお申込みください。
❶オンライン
申込フォーム

❸メールでお申込み二次元コードを読み込んで
お申し込みください。▶▶▶

内 容

受講
対象者

参加人数

申込期間

お申込み
お問合せ

その他

※ご不明点やご相談などございましたら、お電話またはメールにてお気軽にお問い合わせください。

（　　　　　 ）導入5分＋アプリ利用20 分
＋講師による解説等25分全体で50分

都内における自転車事故は増加傾向にあり、その中で、自転車側に
何らかの違反があった割合は、令和３年において６割を超えています。

自転車側の違反割合が
平成29年と比べ１５ポイント増!

都内の自転車事故 東京都内の自転車事故の状況

開催
無料

「輪トレ」とは？ ▶詳しくは裏面へ

平成29年

46%
49%

54%
56%

61%

10,949 11,771 11,874 10,407 12,035

70%

60%

50%

40%

30%

15,000

10,000

5,000

0
平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

自転車関与事故件数 自転車事故の違反割合「輪トレ」を活用した安全教育の実施

自転車のルールやマナーの理解・浸透が重要

都内では自転車側の交通違反による事故が増加しています。
自転車利用のルールやマナーの遵守による事故削減は急務です！
「輪トレ」アプリを活用して受講者に分かり易く、
自転車のルールやマナーを解説させていただきます。

警視庁の統計より

（令和3年）

上記メールアドレスに「自転車安全利用促進オリエンテーション開催希望」という件名でお送り
ください。本文には団体名・ご担当者名・電話番号・会場名・オリエン参加人数を記載ください。

info@app-orientation.jp
平日/9:00～17:00



オンライン申込フォーム、お電話もしくはメールにてお申込み

事務局より、詳細のご連絡・日程などのお打ち合わせ

当日は東京都専任の講師が所定の場所に赴き、講義説明を致します

組織内のアプリ展開状況に
ついて事務局へ報告で完了

受講者
アンケートで完了

申込み

お打ち合わせ

オリエンテーション

講義 アンケートご自身の所属する組織内で
講義・展開を行ってもらいます

報告

※ご不明点やご相談などございましたら、お電話またはメールにてお気軽にお問い合わせください。

アプリで学習 シミュレーションで体験 試験で合格証ゲット!

み
ま
も
り
ぃ
ぬ

チ
ャ
ー
リ
ー

スマホで手軽に自転車の
ルール・マナーを学べる
無料アプリ トレ

りん

輪

みまもりぃぬとチャーリーの会話劇による学習
コンテンツ。楽しみながら、自転車の交通ルール・
マナーを学べます。

ルールを守って運転できるかを確かめるシミュ
レーション体験。5つのコースを用意しています。
安全運転でゴールを目指しましょう!

試験に合格すると、本アプリ特製の合格
証を発行します。合格証をゲットする
と素敵な特典があります。

「輪トレ」アプリに関するお問合せ / 東京都生活文化スポーツ局 都民安全推進部総合推進課 TEL.03-5388-3124

「輪トレ」
合格特典
（一部）

HELLO CYCLING
東京都庭園美術館
江戸東京たてもの園
ワイズロード

30分無料利用クーポンを3回分プレゼント
庭園入園料20％割引
入園料20％割引
ワイズロード各店舗・ECでご利用いただける
Y's clubポイントを300ポイント（300円相当）プレゼント

特典たくさん!
詳しくはこちら！

「輪トレ」のダウンロードはこちら

オリエンテーション申込みから報告までのながれ

❷お電話でお申込み TEL.050-3504-7174

オンライン申込フォーム、お電話もしくはメールにてお申込みください。
❶オンライン
申込フォーム ❸メールでお申込み
二次元コードを読み込んで
お申し込みください。▶▶▶

上記メールアドレスに「自転車安全利用促進オリエンテーション開催希望」という件名でお送りください。
本文には団体名・ご担当者名・電話番号・会場名・オリエン参加人数を記載ください。

info@app-orientation.jp

パターン①（教員やリーダー勉強会） パターン②（授業で実施）

「輪トレ
」とは？

自転車安全利用促進オリエンテーションお申込み・お問合せ

東京都自転車安全 利用促進オリエンテーション事務局
平日/9:00～17:00


